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ＬＩＢＯＲを参照する電子記録債権の貸付金利に関する確認書



年　　月　　日



日 本 銀 行　御中（届出印）



	（担保差入先）（注１）



	


	


（電話番号、担当者名）




本書面とあわせて提出する「電子記録債権（手形類似電子記録債権を除く）スタンプ押なつ依頼書」等に基づきスタンプ押なつを依頼する下記電子記録債権については、本確認書の提出日より前に適用される貸付金利は日本円ＬＩＢＯＲ（ICE Benchmark　Administration Limitedが公表するLondon InterBank Offered Rateをいう。以下同じ。）を参照するものでしたが、別添の変更記録（注２）により本確認書の提出日以降に適用する貸付金利はこれを参照するものではありません。
つきましては、別添の変更記録にかかる添付契約書等中、本確認書の提出日以降に適用する貸付金利が日本円ＬＩＢＯＲ（市場データを用いて算出する疑似的なＬＩＢＯＲを含む。以下記書き２．柱書において同じ。）を参照するものでないことを示す箇所が以下の通りであることを表明します。
記
１．対象となる電子記録債権

	債権の発生日
	年　　月　　日　

	変更記録日
	年　　月　　日　

	記録番号
	




２．変更記録にかかる添付契約書等中、本確認書の提出日以降に適用する貸付金利が日本円ＬＩＢＯＲを参照するものでないことを示す箇所

	規定内容
	該当箇所（注３）

	（１）本確認書の提出日以降に適用される貸付金利が指定されていること
	

	（２）（１）に該当する規定により指定された具体的な貸付金利（日本円ＬＩＢＯＲを参照する金利を除く）に関する事項
	



以　　上
（注１）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
（注２）変更記録にかかる添付契約書等には変更の対象となる電子記録債権の記録番号を記すこと。
（注３）「変更契約第○条第○項」のように、該当箇所を項番まで含めて具体的に記すこと。




